
デジタルプラットフォームと競争：
独禁法・透明化法上の諸課題

プラットフォーム公開セミナー

2022年1月28日（金）までに下記、サイトからお申し込みく
ださい。事前質問・意見を受け付ます。匿名でも質問等を受け
付けます。詳しくは下記サイトをご確認ください。
https://bit.ly/3r5XJrl
（または、神戸大学イノベーション科研で検索）
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オンライン開催

参加費
無料

参加お申込み

【主催】
神戸大学科研「プラットフォームとイノベーションをめぐる新たな競争政策の構築」
【共催】
香川大学四国グローバルリーガルセンター
公正取引委員会競争政策研究センター（CPRC）
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【問い合わせ】
神戸大学イノベーション科研
E-mail: infoi@people.kobe-u.ac.jp

開会の辞
根岸 哲（神戸大学名誉教授）

15:00 

「プラットフォームと競争法政策上の課題」
和久井 理子（京都大学大学院法学研究科教授）

15:05 

「デジタルプラットフォーム取引透明化法と
その運用について」
日置 純子 （経済産業省商務情報政策局情報経済課
　　　　　　デジタル取引環境整備室長）
角田 美咲 （経済産業省商務情報政策局情報経済課
　　　　　　デジタル取引環境整備室法令専門官）

15:35 

「欧州・ドイツにおけるプラットフォーム規制」
柴田 潤子（香川大学法学部教授）

15:55 

「プラットフォームと独禁法:
公正取引委員会の活動について」
池田 大起 （公正取引委員会事務総局経済取引局総務課
　　　　　　デジタル市場企画調査室室長補佐）

15:15 

休憩
16:15 

閉会の辞
根岸 哲（神戸大学名誉教授）

16:57

終了
17:00 

パネルディスカッション
パネリスト：池田 大起・柴田 潤子・角田 美咲・
　　　　　日置 純子・和久井 理子（五十音順）

16:20 

　デジタルプラットフォームは、今までになかった便利なサービスやビジネスを生み出して、消費者の生活を豊かにしていますが、同時に、有力な少
数のプラットフォームが市場で強い地位を占めるという集中・寡占化の進行も問題になっています。また、このようなプラットフォームがフェアではな
い取引条件を設定したり、ライバル会社を不利にするような行為をしたりすることが問題になっています。このような問題への対応は、基本的には、
独占禁止法とこれを執行する公正取引委員会によって行われますが、加えて、2021年2月1日に施行され経済産業省が所管するデジタルプラットフ
ォーム取引透明化法にも透明性・公平性を確保する役割が期待されています。
　本セミナーでは、これらの法律がどのように運用されているかをみた上で、欧州・ドイツにおける立法・法運用の動向からもヒントを得ながら、日本
の現状・課題について検討を行っていきます。独占禁止法の専門的な知識の有無にかかわらず是非、ご参加ください。


